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コロナ禍の時代の同窓会活動
� 会長　高木　辰治（９M）
　新しい時代の同窓会のあり方を
模索していきたいという思いで同
窓会長を仰せつかりましたが、ス
タート直後からコロナ禍に見舞わ
れて同窓会活動も様々な制約を受

けることになりました。各支部における集いの中止、名
古屋総会の断念、学校行事の中止に伴う学生支援の断念
等、従来の同窓会活動の在り方を全面的に変更せざるを
得ない１年間でありました。このような中で、皆様方の
ご協力を得ながら次の４つのことを実施できましたこと
に、まずもって感謝致します。
　１つ目は、同窓会の「イベント管理システム」の運用
開始です。これは、本部・支部行事、クラス会、クラブ
活動等の案内にとどまらず、このシステムを利用して同
窓生の住所やアドレスを登録できるようになっていま
す。現時点で、約1600名のアドレス登録をいただいて
おりますが、未登録の方は昨年の会報にIDとPWを同
封しておりますので、今一度ご確認の上、登録をお願い
いたします。今後は、新しい連絡網の一つとしてこのシ
ステムを利用した情報発信を積極的に行っていきます。
　２つ目は、「OBによる在校生への特別講演」の実施
です。高専という同じ環境で育った先輩の講演は、学生
にとって非常に好評を博しました。昨年はコロナの関係
で地元講師に限定せざるを得ませんでしたが、今後は同
窓会の豊富な人的資源を生かして、各界で活躍しておら
れるOBの皆様を講師として学校にお招きし、新しい形
の在校生支援を行っていきたいと考えています。
　３つ目は、昨年の卒業生より各学科毎に１名の「同窓
会クラス幹事」を選出していただいております。今後も
このクラス幹事選出を毎年継続する事により、クラスの

仲間のアドレス変更等を把握し、名簿管理の充実と人的
ネットワークの拡充を図っていきます。
　４つ目は、インターネット総会に関する会則改正です。
改正の承認をいただきましたので、今年度から毎年11
月１日から10日間のインターネット総会と、11月第３
土曜日の集合形式の総会を両方併用して実施し、両者の
参加者の合計で議案を議決致します。このインターネッ
ト総会により、集合形式の総会に出席できない会員の皆
様にも総会に参加していただくことができるようになり
ました。
　最後に、同窓生の皆様のより一層のご健勝とご活躍を
祈念して挨拶と致します。今年の名古屋総会でお会い致
しましょう。

退職のご挨拶
第11代佐世保工業高等専門学校
� 校長　東田　賢二
　平成28年４月に中尾充宏校長
先生のあとを受け本校に着任致し
早５年の歳月が流れ、令和３年３
月末を以って退職いたしました。

この５年間、同窓会の皆様から頂きました多大なご支援
に深く感謝申し上げます。在職させて頂いたこの歳月
は、丁度本科の就学年と同じで、まさに着任いたしまし
た時に入学した学生の皆さんの卒業に合わせて退任いた
しますことに深い感慨を覚えます。その間、同窓会の皆
様と親しく接する機会を頂き、また多くのご支援を賜り
ましたことは、本当に有難くまた大切な人生の宝物とな
りました。佐世保の恵まれた自然環境、美味しい食べ物、
そして素朴で暖かな人情も生涯忘れられないものです。
十代半ばの少年時代から青年に至る人生で最も多感な時
代を共に過ごすという高専教育の独自性、そして皆様の
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強く暖かいお気持ちに支えられた佐世保高専という「教
育の場」の素晴らしさは、今後も末長く受け継がれて行
くものと思います。同窓会会員の皆様のますますのご活
躍を祈念致しますと共に、末永い本校へのご支援を衷心
よりお願い申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。

ご挨拶
第12代佐世保工業高等専門学校
� 校長　中島　寛
　本年４月に東田　賢二先生のあ
とを受け、本校校長に着任しまし
た。本校の歴史の重さ、地域から
の期待の大きさを感じつつ、校長

としての責任の重さを日々痛感しながらも、若い学生さ
んの元気な姿、そして教職員の皆様の熱意に励まされ
て、日々の職務に邁進しております。どうぞ、よろしく
お願い申し上げます。
　本校の創設にあたって、山中辰四郎・佐世保市長が、
当時の池田隼人総理に対し直接に働きかけをされるな
ど、献身的努力を傾けられ、佐世保高専が第１期校とし
て誘致されたこと、を知りました。本校は、まさに地域
の皆様の厚い思いに支えられ発展してきたと言えると思
います。
　本校は、創立以来59年を経て、これまで7926名の本
科卒業生、514名の専攻科修了生、を世に送り出しまし
た。現在、本校を卒業した諸先輩達は我が国の産業技術
の発展の中核を担い、我が国ばかりでなく、広く世界で
活躍しています。
　中学を卒業して直ぐの15歳から成人に至る最も多感
な時代を、同じキャンパス、同じ教室、同じ寮の中で過
ごしたことの結びつきは、とても強いと感じています。
同窓会は、本校の最も大切な財産であり宝です。そして、
皆様のご活躍は、我が校の大きな誇りです。佐世保高専
の更なる発展のため、学生・教職員一丸となって頑張る
所存です。
　同窓会の皆様の益々のご活躍を祈念すると共に、今後
とも本校へのご支援、ご助力の程、お願い申し上げます。

【会計報告】
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収入の部
【一般会計】

項目 予算 決算 予算 備考

前年度繰越金 1,229,069 1,229,069 1,139,440

会費（51回生) 1,620,000 1,620,000 1,530,000 卒業生

入会金(新入生) 510,000 546,000 510,000 新入学生

寄付金 700,000 1,071,208 700,000 会員から

預金利息 10 12 10

会報広告収入 80,000 20,000 80,000

その他(コーヒ-ショップ売り上げ） 6,441

　   　　(ロボコン支援金） 154,712

合　計 4,139,079 4,647,442 3,959,450

支出の部
【一般会計】

項目 予算 決算 予算 備考

事業費 2,920,000 3,052,525 3,050,000

総会 (250,000) (335,976) (250,000)

会報 (900,000) (1,064,563) (1,000,000)
学生支援金 (600,000) (600,000) (600,000)

支部運営費 (250,000) (124,590) (250,000)

HP運営費 (170,000) (170,390) (170,000)

部会活動費 (100,000) (102,456) (250,000)
イ ベント管理システム運用 (300,000) (330,550) (180,000) 新規システム運用

卒業生記念品 (350,000) (324,000) (350,000) 同窓会名簿贈

会議費 400,000 220,600 400,000

通信費 10,000 6,626 10,000

事務費 50,000 10,800 50,000

慶弔費 40,000 12,739 40,000
周年記念事業積立金 50,000 50,000 50,000

ロボコン支援金 154,712

予備費 669,079 1,139,440 359,450

合　計 4,139,079 4,647,442 3,959,450

【学生支援金】

項目 収入 支出 収入 支出

前年度繰越金 3,077,000 3,449,350

一般会計より 600,000 600,000

全国大会支援 46,000 200,000
専攻科生研究発表支援 81,650 200,000

国際交流支援 0 200,000
ロボコン全国大会支援 100,000 100,000

次年度繰越金 3,449,350 3,349,350

合　計 3,677,000 3,677,000 4,049,350 4,049,350

特別会計
項目 収入 支出 収入 支出

前年度繰越金 879,180 929,180

一般会計より 50,000 50,000

次年度繰越金 929,180 979,180

合　計 929,180 929,180 979,180 979,180

令和２年度　決算報告 令和３年度　予算計画
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